



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































審 査 委 員 の
総 合 評 価 で
B 以 上（ た
だ し、 １ つ
で もD評 価
の 項 目 が





























































践者と研究者を含む審査員３人がそれぞれ A ～ D で評価し、審査委員会で総合
評価を行うこととした。
評価の観点 A-D評価
A-1 執筆者の実践における立ち位置が明示されているか 合 格 ラ イ
ンは、総合
してB以上
（ た だ しD
が １ つ で





































































































プレゼンテーション力１ 課題設定は適切か A-D評価 合格ラインは、
総合してB以上





















































































































記入日  年  月  日 
履 歴 書  
ふりがな   
氏  名 
 ○印  
生年月日 
年    月   日生 (満  
歳) 





















年 月     多文化社会コーディネーターに関する教育及び受講歴 
   
   
年 月              学  歴 
   
   
年 月 



























記入日   年  月  日 
 
多文化社会コーディネーターとしての実践における省察の取り組み 


















記入日   年  月  日 
 
「実践研究論文」リスト 



















記入日   年  月  日 
業績リスト 

































記入日   年  月  日 
「プログラムの構築・展開・推進」に関する実践 
氏名           
 これまでに担当した事業について、プログラムの構築・展開・推進の観点から図などを用いて 
わかりやすく実践を記載してください。 
プログラム実施の
背景（課題） 
 
 
プログラムに含ま
れる事業名 
 
プログラムとして
の展開図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コーディネーショ
ンのポイント 
 
 
 
成果と課題 
 
 
 
担当者として作成
した報告書（作成
年）等 
 
今後の展望 
 
 
 
特記事項（あれば） 
 
 
 
 
 
